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雪に埋もれながら、桃の節句「雛祭り」の春を待ち焦がれ、やっとその季節を迎えました。
雛祭りの起源説は複数存在して判然としませんが、平安貴族の子女が遊んだ「雛遊び」と、遣唐

使が日本に伝えた「上巳（じょうし）節句」とが結びついたことから始まったと言われています。
江戸時代になって、全国に広まり「雛人形」が飾られるようになりました。紙の雛
から始まり、人形の姿も変化しながら次第に豪華になり今のような「飾り雛」に
なりました。雛人形には、厄除けの「桃の花」、邪気を祓うための「白酒」「草餅」、
子どもの健康を祈る「ひし餅」などが供えられます。「ひし餅」や「雛あられ」の
白・青・桃の３色は、雪の大地（白）・木々の芽吹き（青）・生命（桃）を表して
おり、食べることにより自然のエネルギーが授かり健やかに成長することができる
と言われています。子どもに対する思いや願いは、時代が変わっても普遍です。

「心理療法カウンセリング講座～思春期の子どもたちへの対応～」を受

講する機会がありました。子ども対応も難しくなり、親も学びが必要に

なってきています。２点紹介します。

【コミュニケーションが大事】

○ 親の精神状態と子どもの精神状態は、正比例する。子どもが不登校になっ

たとき、家庭の中にも何らかの問題があると考えよう。

○ 太陽の光を浴びていないと、脳内のセロトニンが出なくなり不安定になる。

昼夜逆転している子には、そこに至るまでの経緯が必ずある。

○ 心から安心させる雰囲気をつくり、子どもが関心のある話題で、子どもと

コミュニケーションを図ろう。子どもが暴言を吐いても、親は逃げないで座

って話ができるように働きかけよう。

【ネットいじめ対策】

○ ネット上に自分のプロフィールを載せることは、世界中に公表しているこ

とと同じ。一度載せたら、完全に消し去ることはできない。ネット上で、誹

謗中傷されたりいじめられたりすることや、援助交際などの罠があったりす

ることを子どもに教えることは親の責任。子どもをネットから守らなければ

ならない。携帯電話やゲーム機は、フィルタリングを設定してから渡そう。

平成23年3月11日午後2時46分、未曾有の東日本大地震が発生しました。

1万5848人の尊い命が奪われ、3305人が行方不明、6011人が負傷しました

（H24.2.10現在）。建物、漁船、漁港、農地、インフラ面にも未だ多大な被害が残

っております。家族・親族、地域住民の悲しみや苦しみは癒えることがなく1か年

が経過しました。教訓を生かした今後の取組みが、私たちの責務です。
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◎ 山本公民館チョこボラ・プロジェクトの意義を実感！

山本公民館まつり ～みんなが元気！心ふれあう公民館～

山本公民館まつりが、公民館を利用している団体・サークルのボランティア活動で企画・運営さ

れて、27年ぶりに開催されました。公民館まつりでは、スタッフ全員が輝いていました。熱気が会

場全体に伝わり、人々のつながりがさらに深まったように思います。

少子化、地域の教育力低下が心配される昨今、山本公民館まつりに理想の姿を見た思いがしまし

た。公民館を核にしたボランティアネットワークの形成が、学校・家庭・地域の教育力向上に大い

につながっていくということが確認できたと思います。写真で、その様子を紹介します。

◎ 自作視聴覚教材交流発表会で感動！
平成24年2月17日、第61回秋田県自作視聴覚教材交流発表会で優れた作品が発表されました。直接

教科の指導に使える中学校の教材「10種雲形」、自然に親しむ機会が生まれる「耳をすませば野鳥の

囀り」、地域の施設を見学してまとめた自然エネルギーの活用について６年生児童がまとめた「皆瀬

の宝 大地のエネルギー」、地域の伝統芸能の継承に関連した「猿倉人形（野中吉田永楽一座）」「西

馬内盆踊り笠の作り方」「仙道番楽だより2011」などの発表がありました。いずれも、１日だけの発

表で終わらせたくない優れた作品でした。発表されたDVD教材は、秋田県生涯学習センターで視聴で

きます。準備が整い次第、貸し出しも可能になりますのでぜひご活用ください。

審査の結果、最優秀賞2点、優秀賞2点、奨励賞2点の賞が授与されました。

下記の最優秀賞2点は、平成24年度開催の「全国自作視聴覚教材コンクール」

に出品されます。子どもたちの参加もあり、優秀賞を受賞した東成瀬小学

校6年生16人は、「皆瀬の宝 大地のエネルギー」を元気に発表しました。

最優秀賞 大仙市立神宮寺小学校教諭 田口瑞穂氏

「10種雲形 中学校理科第２分野における教材」

最優秀賞 羽後町みるわーく 小野 勝氏 「仙道番楽だより2011」


